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研究の概要 

　自然循環系に配慮した維持可能な社会の実現を目指して，その基盤となる環境・資源・文化ともに豊かな森林を保全・

創造し，未来へと引き継ぐために必要な社会経済システムについて以下のような視点から研究を行っています。

　　1. 地域森林管理における多様なパートナーシップの形成に関する研究

　　2. 地域資源を総合的に活用したツーリズムに関する研究

こんな課題解決のために
　農林業の営みを通じた森づくりが難しくなった今日においては，農山村地域の自治体や住民，林業関係者だけでな

く，下流域で恩恵を受けている都市域の自治体や市民，企業などの幅広い連携によるサポートが問題解決の重要な鍵

となっています。しかし，連携の「絵」を書くことはすぐに出来ても，それを実質的に「協働」の軌道に乗せるため

には様々な工夫や仕組み，仕掛けが必要です。中でも，地域（住民）の側の主体性や各主体をうまく導くコーディネ

イト力をいかに発揮させるかがポイントとなります。様々な事例に学びつつ，各地域が主体的に取り組んでいけるよ

うなきっかけになる研究ができればと思います。

　また，健全で豊かな森林を将来に亘って維持するためには，森づくりの拠点である農山村地域の再生が不可欠です。

その土地ならではの自然の恵みを最大限に活用したツーリズムの発展は，地域再生への大きな力になると考えていま

す。現在でも各地域において様々な取り組みがなされていますが，それらをいかに他の地場産業の振興やひとづくり，

まちづくりにつなげていくかという総合的なビジョンが重要です。研究を通じて地域の過去を振り返り，現在を客観

的に評価することは，地域のビジョンづくりに役立つと思います。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　・移住・交流受け入れシステム整備研究（2007 年度 和歌山大学受託研究）

　　近年，団塊世代を中心に増えつつある農山村への移住・交流の受け入れ体制の整備について，行政と連携しつつ，

　　地域住民や移住希望者とのワークショップを通じて現状と課題について議論し，今後の取り組みについて提言を

　　行いました。

　・和歌山県「企業の森」経済波及効果に関する調査研究（2016 年度 和歌山県受託研究）

　　2002 年から、和歌山県が全国に先駆けて取り組んできた「企業の森」事業について、今後の発展方向を検討す

　　るために、事業推進の実態把握と経済波及効果の推計を行い、経済効果と社会的効果の両面から事業効果を検証

　　するとともに、今後の課題を提言しました。

　・岩出市ローカルブランディング計画（商品開発）（2019 ～ 2021 年度 岩出市共同研究）

　　岩出市内の観光スポットである根來寺一帯の統一したイメージを確立し、観光地としての認知度向上および誘客

　　を図ることを目的とした「岩出市ローカルブランディング計画」の一環として、地域の特産品となる商品・レシ

　　ピの開発に取り組みました。

研究者からのメッセージ
　地域再生に効く特効薬は持ち合わせていませんが，今後の研究を通じて，地域の皆さんがふるさとの未来を考える

きっかけを得られるように，お手伝いできればと考えています。
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